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浜松市病院事業会計規程の一部を改正する訓令甲 

 

浜松市病院事業会計規程（昭和４３年浜松市規程第３号）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

（帳簿の種類及び保管） （帳簿の種類及び保管） 

第９条 病院事業に関する取引を記録し、計算

し、及び整理するため、次の会計帳簿（以下

「帳簿」という。）を備える。 

第９条 病院事業に関する取引を記録し、計算

し、及び整理するため、次の会計帳簿（以下

「帳簿」という。）を備える。 

(1)～(4) （略） (1)～(4) （略） 

(5) 支払小切手整理簿  

(6)～(10) （略） (5)～(9) （略） 

２ （略） ２ （略） 

（収入の調定） （収入の調定） 

第１３条 （略） 第１３条 （略） 

２ 前項による収入の調定は、次の区分により

行う。 

２ 前項の規定による収入の調定は、次の区分

により行う。 

(1) 診療費のうち支払基金事務所等の支払

機関に請求するもの 

 

当該支払機関に請求をする日 

(1) 診療費のうち医療情報基盤・診療報酬

審査支払機構等の支払機関に請求するも

の 

当該支払機関に請求をする日 

(2)・(3) （略） (2)・(3) （略） 

（支払） （支払） 

第２４条 出納員は、前条の支払をする場合

は、領収書を徴し、出納取扱金融機関を支払

人とする小切手を発行するとともに、出納取

第２４条 出納員は、前条の支払をする場合

は、領収書を徴し、出納取扱金融機関に対し

て払戻請求書により通知しなければならな



扱金融機関に対して小切手振出済通知書に

より通知しなければならない。 

い。 

（出納取扱金融機関） （出納取扱金融機関） 

第３８条 出納取扱金融機関は、出納員の発し

た納付書により収納した現金を預金とし、出

納員の発した小切手により支払いをしなけ

ればならない。 

第３８条 出納取扱金融機関は、出納員の発し

た納付書により収納した現金を預金とし、出

納員の発した払戻請求書により支払をしな

ければならない。 

２ 出納取扱金融機関は、前項後段の規定によ

り支払いを行った場合は、支払済通知書を翌

日までに出納員に送付しなければならない。 

 

（収納取扱金融機関） （収納取扱金融機関） 

第３９条 収納取扱金融機関は、出納員の発し

た納付書により現金を収納し、出納員の発し

た公金振替小切手によって出納取扱金融機

関に公金を振り替えなければならない。 

第３９条 収納取扱金融機関は、出納員の発し

た納付書により現金を収納し、出納員の発し

た払戻請求書により出納取扱金融機関に公

金を振り替えなければならない。 

２ 前項後段の規定により公金を振り替えた

場合は、公金振替通知書に公金振替済印を押

印し、出納員に送付しなければならない。 

 

（収納及び支払いの拒絶）  （収納及び支払の拒絶） 

第４３条 出納取扱金融機関は、次の各号のい

ずれかに該当するときは、収支を拒み、その

事実を出納員に報告しなければならない。 

第４３条 出納取扱金融機関は、次の各号のい

ずれかに該当するときは、収支を拒み、その

事実を出納員に報告しなければならない。 

(1) 納付書が所定の様式と違うとき (1) 納付書が所定の様式と違うとき。 

(2) 納付書の金額、氏名等を改ざん、塗抹

又は変更したと認められるとき 

(2) 納付書の金額、氏名等を改ざんし、塗

抹し、又は変更したと認められるとき。 

(3) 小切手の金額及び債主名が小切手振出

済通知書と符合しないとき 

 

２ 収納取扱金融機関は、次の各号のいずれか

に該当するときは、収納を拒み、その事実を

出納員に報告しなければならない。 

２ 収納取扱金融機関は、次の各号のいずれか

に該当するときは、収納を拒み、その事実を

出納員に報告しなければならない。 

(1) 納付書が所定の様式と違うとき (1) 納付書が所定の様式と違うとき。 

(2) 納付書の金額、氏名等を改ざん、塗抹

又は変更したと認められるとき 

(2) 納付書の金額、氏名等を改ざんし、塗

抹し、又は変更したと認められるとき。 



（様式） （様式） 

第９３条 納入通知書等の文書の様式は、次の

各号に定めるところによる。 

第９３条 納入通知書等の文書の様式は、次の

各号に定めるところによる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

(4) 小切手 第４号様式  

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

 第４号様式を削る。 

 

附 則 

１ この訓令甲は、令和８年１０月１日から施行する。 

２ 改正後の浜松市病院事業会計規程の規定は、この訓令甲の施行の日以後の支払につい

て適用し、同日前の支払については、なお従前の例による。 

 

 

（あらまし） 

この訓令甲は、支払方法としての小切手の廃止に伴い、所要の整備を行うものです。 


